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戸
田
い
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り
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照
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／
豊

澤
泰
子
／
豊
田
・
ヌ
ー
／
中
川
ノ
エ
／
中
田
富
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／
中
村
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／

中
村
園
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／
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藤
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梓
／
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夫
／
富
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恵
／
冬
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／
文
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／
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佳
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堀
田
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／
堀
江
嘉
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本
郷
　
澄
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眞
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／
町
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無
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／
松
野
篤
子
／
松
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子
／
美
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か
ん
な
／
水
田
晴
子
／
水
谷

敦
子
／
水
谷
り
得
子
／
溝
川
真
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宮
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れ
い
け
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宮
崎
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／
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／
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岸
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／
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／
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／
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／
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中
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／
矢
野

明
日
香
／
結
城
あ
き
／
弓
緒
／
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愛
子
／
吉
川
千
早
／
余
村
光

世
／
渡
邊
蒼
舟
／
渡
邉
の
ぶ
お
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・
今
号
か
ら
「
澤
俳
句
鑑
賞
」
執

筆
者
が
鴇
田
智
哉
さ
ん
か
ら
梅
﨑

実
奈
さ
ん
に
。
鴇
田
さ
ん
に
は
独

自
の
視
点
か
ら
澤
俳
句
を
読
ん
で

い
た
だ
い
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
梅
﨑
さ
ん
は
新
宿
紀

伊
國
屋
書
店
に
お
勤
め
で
、
あ
ら

ゆ
る
文
芸
書
に
精
通
。
俳
句
純
粋

読
者
の
読
み
に
わ
く
わ
く
す
る
。

・
内
部
執
筆
も
鈴
木
尚
子
さ
ん
か

ら
、
藤
江
梓
さ
ん
へ
。
尚
子
さ
ん

に
多
謝
。
梓
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 
（
望
月
と
し
江
）

・
第
二
百
回
の
通
信
句
会
に
参
加
。

澤
関
西
と
通
信
句
会
に
育
て
て
頂

い
た
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
知
り
合
っ
た
地

方
在
住
の
俳
人
に
澤
通
信
句
会
を

薦
め
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
て

見
本
誌
の
取
り
寄
せ
を
し
た
と
の

返
事
が
あ
っ
た
。

・
地
元
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
の
月
例

句
会
に
飽
き
足
ら
な
い
思
い
を
抱

え
て
い
た
こ
の
方
が
、
百
名
規
模

の
通
信
句
会
で
開
花
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。 （
加
藤
鉱
物
）

・
澤
の
十
二
句
、
選
び
た
い
句
が

多
く
絞
る
の
が
つ
ら
い
の
だ
が
、

今
回
は
悩
む
気
持
ち
を
抑
え
素
早

く
選
ん
だ
。
結
果
、
今
年
も
自
分

を
色
濃
く
反
映
し
た
面
白
い
選
が

で
き
た
の
で
は
、
と
自
負
し
て
い

る
。皆
様
の
選
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
お

顔
を
思
い
だ
し
つ
つ
楽
し
み
た
い
。

毎
年
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

川
又
憲
次
郎
様
に
も
感
謝
で
す
。

・
200
回
を
迎
え
た
通
信
句
会
、
全

回
参
加
者
が
5
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
驚
く
。 

（
加
納
　
燕
）

・
西
暦
と
昭
和
の
年
度
変
換
は
五

年
違
い
で
あ
っ
た
の
で
変
換
が
比

較
的
容
易
で
あ
っ
た
が
平
成
に
な

っ
て
難
し
く
な
っ
た
。
西
暦
二
〇

〇
〇
年
以
降
は
下
二
桁
に
12
を
足

す
と
平
成
の
年
度
に
な
る
計
算
式

が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
よ
う

や
く
慣
れ
て
き
た
の
に
、
新
年
号

で
は
ま
た
新
た
な
計
算
式
が
必
要

に
な
る
。
新
年
号
元
年
が
西
暦
二

〇
一
九
年
。
新
年
号
に
18
を
足
す

と
西
暦
の
下
二
桁
に
な
る
と
い
う

計
算
式
に
慣
れ
る
の
に
ど
れ
く
ら

い
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
か
。

 

（
瀬
川
耕
月
）

・
平
成
も
三
十
一
年
四
月
ま
で
。

そ
の
年
一
月
、
天
皇
は
在
位
三
十

周
年
を
迎
え
る
。
昭
和
天
皇
崩
御

の
日
、
東
京
の
沈
黙
の
記
憶
は
今

も
鮮
や
か
な
の
に
改
元
は
夢
の
よ

う
だ
、
と
言
え
ば
三
代
を
知
る
翠

苑
さ
ん
は
笑
う
に
ち
が
い
な
い
。

・
退
位
と
即
位
を
巡
り
時
代
は
ど

う
変
わ
る
の
か
。
そ
れ
が
西
暦
で

言
え
ば
二
〇
一
九
年
。
翌
年
、
澤

は
二
十
周
年
、
二
度
目
の
東
京
五

輪
が
あ
る
。
時
の
流
れ
を
思
え
ば

な
ぜ
か
緊
張
す
る
。 （
高
橋
和
志
）

・
通
信
句
会
が
二
〇
〇
回
を
迎
え

た
。
こ
の
句
会
が
す
っ
ば
ら
し
ー

の
は
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
な
が
ら

で
も
澤
の
真
髄
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
だ
。
貪
欲
に
作
句
す
る
澤
衆
の

三
〇
〇
を
超
え
る
句
群
は
圧
巻
。

そ
の
中
か
ら
三
句
を
選
び
出
す
の

は
楽
し
く
も
あ
り
し
ん
ど
く
も
あ

る
。
主
宰
の
選
を
見
て
、
そ
ん
な

句
あ
っ
た
か
い
な
と
驚
く
こ
と
も
。

選
句
の
奥
深
さ
を
知
る
場
で
も
あ

る
。
思
え
ば
、
私
の
俳
句
鑑
賞
は

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。 

（
冬
魚
）

・
月
末
は
ま
だ
落
ち
着
い
て
い
る
。
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大
の
月
だ
と
少
し
安
心
す
る
。
何

の
話
か
と
い
え
ば
、
通
信
句
会
の

締
切
日
で
あ
る
。
毎
月
末
日
で
は

な
く
、
何
故
か
一
日
。（
夏
休
み

の
宿
題
を
思
い
出
す
）
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
考
え
て
、
一
日
の
深
夜
（
た

い
て
い
は
次
の
日
に
な
っ
て
い

る
）
に
送
信
す
る
。
通
信
句
会
二

百
回
、
次
の
節
目
の
三
百
回
ま
で
、

八
年
と
四
か
月
。
長
い
よ
う
で
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
る

だ
ろ
う
。 

（
山
岸
樵
鹿
）

後
記

・
創
刊
二
十
周
年
の
準
備
を
始
め

た
。
本
年
は
前
前
年
に
な
る
。
ま

ず
は
東
京
都
内
に
会
場
を
お
さ
え

る
こ
と
か
ら
お
願
い
し
た
。
日
程
、

会
場
が
決
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
お

知
ら
せ
す
る
所
存
で
あ
る
。

・
二
十
周
年
記
念
準
備
委
員
会
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
生
井
敏
夫
会
長
た

だ
ひ
と
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
全
国

の
仲
間
に
声
を
か
け
て
加
わ
っ
て

い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
本
号

か
ら
周
年
基
金
募
集
も
開
始
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

・
本
年
度
の
「
俳
句
年
鑑
」
の

「
昨
年
度
の
収
穫
八
〇
代
以
上
女

性
」
に
関
悦
史
さ
ん
が
、
竹
村
翠

苑
・
湯
浅
萬
里
子
・
河
辺
柚
里
の

三
人
を
お
取
り
上
げ
く
だ
さ
っ
た
。

本
年
鑑
に
は
三
人
以
外
に
も
澤
の

俳
人
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
誇
ら
し
く
頁
を
繰
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。 

（
小
澤
　
實
）
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